
表 1410　大腿骨頸部骨折の既往　収縮期血圧(mmHg)別 （腹膜透析患者）

収縮期血圧 既往なし 既往あり 合計 不明 記載なし 総計

60未満 1 1
（％）
60～ 12 12 1 13
（％） (100.0) (100.0)
80～ 101 6 107 1 16 124
（％） (94.4) (5.6) (100.0)

100～ 555 12 567 3 71 641
（％） (97.9) (2.1) (100.0)

120～ 1,334 28 1,362 17 137 1,516
（％） (97.9) (2.1) (100.0)

140～ 1,390 23 1,413 13 153 1,579
（％） (98.4) (1.6) (100.0)

160～ 624 8 632 5 84 721
（％） (98.7) (1.3) (100.0)

180～ 189 3 192 3 22 217
（％） (98.4) (1.6) (100.0)

200～ 25 2 27 4 31
（％） (92.6) (7.4) (100.0)

220～ 8 8 2 10
（％） (100.0) (100.0)
合計 4,238 82 4,320 42 491 4,853
（％） (98.1) (1.9) (100.0)

記載なし 1,493 52 1,545 13 2,530 4,088
（％） (96.6) (3.4) (100.0)
総計 5,731 134 5,865 55 3,021 8,941
（％） (97.7) (2.3) (100.0)
平均 140.93 137.52 140.86 141.62 142.26 141.01

標準偏差 22.67 25.18 22.72 20.10 24.44 22.88

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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